
平
成
二
十
六
年
度

文
責

上
村

玉
東
中
便
り

【
一
歩
前
へ
・
一
段
高
く
】

第
五
号

平
成
二
十
六
年
七
月
十
四
日

七
月
五
・
六
日
に
「
玉
名
荒
尾
中
体
連
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
必
死
に

頑
張
る
生
徒
た
ち
の
姿
は
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
に
輝
い

て
い
ま
し
た
。
本
校
は
小
規
模
校
で
は
あ
り
ま
す
が
、

大
健
闘
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
以
下
、
団
体
戦
の
結

果
と
個
人
戦
の
県
大
会
出
場
選
手
を
紹
介
し
ま
す
。

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】
三
位

・
一
回
戦

玉
東
中

２
対
０

天
水
中

・
二
回
戦

玉
東
中

２
対
１

菊
水
中

・
準
決
勝

玉
東
中

０
対
２

岱
明
中

【
野
球
部
】
二
位

・
一
回
戦

玉
東
中

５
対
０

有
明
中

・
二
回
戦

玉
東
中

３
対
２

荒
尾
三
中

・
準
決
勝

玉
東
中

５
対
２

玉
名
中

・
決

勝

玉
東
中

０
対
３

荒
尾
海
陽
中

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

・
一
回
戦

玉
東
中

０
対
３

玉
南
中

【
剣
道
部
】

・
男
子
団
体
予
選
リ
ー
グ

一
勝
一
敗

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】
男
女
団
体
優
勝
（
県
大
会
出
場
）

・
男
子
団
体

決

勝

玉
東
中

２
対
１

岱
明
中

・
女
子
団
体

決

勝

玉
東
中

２
対
１

岱
明
中

完
全
燃
焼
！
中
体
連
大
会

・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝

松
村
将
汰

二
位

早
道

健

・
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優
勝

古
戝
隼
哉
・
髙
木
凱
登

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優
勝

境

柚
名
・
上
田
萌
絵

二
位

大
城
戸
育
実
・
境

綾
乃

【
柔
道
部
】
女
子
団
体
二
位
（
県
大
会
出
場
）

・
女
子
団
体
決
勝
リ
ー
グ
一
勝
一
敗

・
女
子
中
量
級

二
位

永
山
穂
乃
歌

・
女
子
重
量
級

二
位

西
住
香
澄

【
空
手
】

・
男
子
個
人
（
組
手
）

優
勝

境

秀
斗

・
男
子
個
人
（
形
）

優
勝

境

秀
斗

二
位

中
尾
昇
馬

【
新
体
操
】

・
個
人
総
合

優
勝

畠
山
優
花

・
ロ
ー
プ
の
部
・
リ
ボ
ン
の
部

優
勝

畠
山
優
花

【
水
泳
】
（
標
準
記
録

三
十
一
秒

突
破
）

・
五
十
メ
ー
ト
ル
自
由
形

長
沼
侑
樹

喜
び
の
涙
、
悔
し
涙
、
各
会
場
で
子
ど
も
達
の
た

く
さ
ん
の
涙
を
見
ま
し
た
。
流
し
た
涙
の
分
だ
け
、

子
ど
も
達
は
ま
た
一
段
と
成
長
し
て
い
っ
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
こ
の
経
験
を
、
こ
れ
か
ら
の
学
校

生
活
に
生
か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
今
年
度
よ
り
玉
東
町
の
小
・
中
学
校
は
、

八
月
の
十
四
日
・
十
五
日
を
閉
庁
す
る
こ

絡

と
に
な
り
ま
し
た
。
緊
急
の
連
絡
が
あ
る

時
は
町
教
育
委
員
会
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
今
年
度
よ
り
玉
東
中
学
校
は
、
夏
季
休
業

連

日
に
行
っ
て
い
た
登
校
日
と
一
・
二
年
生

の
三
者
面
談
を
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。

（
三
年
生
の
三
者
面
談
は
実
施
し
ま
す
）

今
、
電
子
機
器
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
）
の
不
適
切
な
使
用
が
、
学
校
現
場
で
も
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
吉
で
起
き
た
女
子

高
校
生
殺
人
事
件
も
よ
そ
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
本
校
で
も
使
用
状
況
を
つ
か
む
た
め
全
校
生
徒

に
ア
ン
ケ
ー
ト
（
百
三
十
三
名
か
ら
回
答
）
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

・
百
三
名
（
約
八
割
）
の
生
徒
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

な
が
る
機
器
を
日
常
的
に
使
用
し
て
い
る
。

・
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
（
使
用
制
限
）
を
か
け
て
い
る
生
徒

は
わ
ず
か
三
十
三
名
で
あ
る
。

・
五
十
名
の
生
徒
が
一
日
平
均
十
一
回
以
上
メ
ー
ル
や
ラ

イ
ン
を
し
て
い
る
。
（
百
回
以
上
が
十
一
名
）

・
十
九
名
の
生
徒
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
知
り
合
い
、

そ
の
後
、
何
度
か
や
り
と
り
を
し
て
い
る
。

＊
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
「
電
子
機
器
へ
の
依
存
度
が
高

い
生
徒
や
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
る
生
徒
が

い
る
こ
と
」
「
生
徒
や
保
護
者
の
電
子
機
器
に
対
す
る

危
機
意
識
が
低
い
こ
と
」
な
ど
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

本
校
で
は
、
こ
の
結
果
を
重
く
受
け
止
め
、
七
月

十
二
日
に
開
催
し
た
保
護
者
説
明
会
で
現
状
を
伝
え
、

各
家
庭
で
使
用
上
の
ル
ー
ル
を
作
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
し
た
。
今
後
は
生
徒
集
会
で
、

生
徒
会
が
「
玉
東
中
の
使
用
ル
ー
ル
」

を
提
案
し
、
全
校
生
徒
で
ル
ー
ル

を
守
る
取
組
を
展
開
し
て
い
く
予

定
で
す
。
保
護
者
の
皆
様
の
ご
理

解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

各
家
庭
で
電
子
機
器
の

使
い
方
の
ル
ー
ル
作
り
を




